
１．テスト計画書の作成過程（1／２）

①初めに本プロジェクトの概要を明確にし、テストの目的と方針を定義し、テスト環境につ
いて決定しました。
②①に対して、テストケースの品質確保のため、国際規格の（ISO/IEC25010）をもと
に、2025 年変更点で重点的にテストする品質特性を絞り込みました。同様に、効率的
なテスト実⾏のため、①で確認・決定した事項に対して、テストレベル別実施⽅針を定め
ました。

①

②

計画の破綻により、後工程で大きなコストをかけないよう、テ
スト計画は時間をかけて精査しました。特に漏れのないテスト
ケースとするよう「品質特性別テスト観点
（ISO/IEC20010）」を活用しました。

ポイント!



２．テスト計画書の作成過程（２／２）

①テストを実施するうえで、スケジュールと体制を明確にし、テストの進捗報告⽅法について定めることで、円滑なテスト実施を⽬指します。
②テストの品質基準と完了基準を明確にし、客観的な評価を⾏えるようにすることで円滑なプロジェクト運営を⽬指します。品質基準は
バグの重要度分類で定めました。
③リスクと対策について、プロダクトとプロジェクトの両観点から、内容と対策を洗い出してトラブルの回避に努めます。
④テストに必要な成果物と成果物間の関係性を明確にすることで、整合性をとれるようにし、品質と保守性を確保します。

③

① ②

④



３．テスト要求分析の作成過程（1／２）

①だんだん動物園にの入場システムについて、ステークホルダーと要求事項を洗い出しました。
②ステークホルダーと要求分析をもとに、品質価値観を分析しました。
③ステークホルダーの要求事項と品質価値観を整理して、要求事項をさらに詳細化しました。
④分析したステークホルダー要求をもとに、テスト観点の階層定義を作成しました。

④

①

②

③



４．テスト要求分析の作成過程（２／２）

ステークホルダー、対象システム、対象機能ごとに品質特性、
検証要素を整理していき、最終的にテスト観点表としてまと
めました。

ポイント!

①

②

③

①テスト観点ID体系の階層構造について、テスト観点一覧表
作成のため、テスト観点IDの構成ルールを作成しました。
②テストを実施する上でのテストの優先度を定めました。
③わくわく動物園のシステムで必要なテスト技法を選定しました。
④テスト観点IDの構成ルールをもとに、テストレベル、詳細説
明検証要素（⼩）、優先度を付与したテスト観点表を作成
しました。

④



５．テストアーキテクチャの作成過程（1／２）

①テストレベル（結合テスト（IT）、システムテスト（ST）、運用テスト（OT））毎のテ
ストコンテナ階層構造を作成しました。
②テストコンテナ階層構造毎に、テスト要求分析のテスト観点一覧表をテスト観点IDでグ
ルーピングしました。（優先度を⾊で分別します。）
③STとOTについてもコンテナを作成しました。

テスト要求分析
（テスト観点一覧表）

①

テストアーキテクチャ
（テストコンテナ階層構造）

②

③

テストアーキテクチャ
（テストコンテナ）



６．テストアーキテクチャの作成過程（２／２）

①各テストレベルのコンテナをフェーズ毎に分割しました。
②分割したフェーズ内で、観点毎のテスト実⾏のフローと、コンテナ間の依存関係を明確にしました。
③フェーズ毎の実⾏期間を明確にし、クリティカルパスを明⽰しました。

①

③

②

① ①

テストアーキテクチャ
（テストコンテナ）

テストアーキテクチャ
（テストレベル毎のフェーズ）

テストアーキテクチャ
（実⾏スケジュール）

テストアーキテクチャ
（クリティカルパス） テストの全体像を整理して図を作成をしました。網羅性の確

保と、重複、抜け漏れの防⽌を⽬的としています。最終的に
各テストの実⾏期間を明確にし、クリティカルパスを導きだし
ました。

ポイント!



７．テストケース設計書の作成過程

①テストアーキテクチャのコンテナの観点単
位で、テストケースの一覧を作成しました。
②各コンテナとテストケース設計書を、テスト
観点IDで紐づけしました。
③テスト観点と検証パターンの内容につい
て、具体的なテスト内容、期待結果を設
計しました。

テストアーキテクチャ（テストコンテナ）

②

①

テストケース設計書

③



８．テスト実施手順書の作成過程

テスト実施手順書

② ①

①テストケース設計書のテスト内容ごとに、テス
ト実施手順を明確にしました。
②テストケース設計書とテスト実施手順書はテス
トケースIDで紐づけしています。

テストケース設計書


